
３月定例会開催   � �������� ２－７
　令和６年度当初予算
　予算審査特別委員会

一般質問　10 人の議員が登壇！ � �８－ 12
　　農業公社の設立
　　給付型奨学金
　　果樹産業の支援策
　　子ども医療費
　　小中学校女子トイレに生理用品設置
　　地域おこし協力隊
　　秋の村長選への意向
　　村の人口減少
　　ふるさと納税の効果的な運用
　　住宅耐震補強工事の促進

研修報告 � ������������� 13
モニター会議・議会活性化特別委員会 �� 14 － 15
新春講演会 � ������������ 16

　今年も村民の皆さんと議員とが一緒に「語る会」
を開催します。ぜひ、ご参加ください。

●５月12日㈰　午後２時～
　第１ブロック：堀之内研修センター
　第３ブロック：保健福祉総合センター（チャオル）

大広間
●５月19日㈰　午後２時～
　第２ブロック：荒井原ふれあいセンター
　第４・５ブロック：保健福祉総合センター（チャオル）

大広間

今回のトークテーマは
『村づくりのアイデア出し合いましょう！』です。

（詳細は p13をご覧ください）

議会と村づくりを語る会開催

ピカピカの笑顔いっぱいの入学式でしたピカピカの笑顔いっぱいの入学式でした
新１年生のみなさん ご入学おめでとうございます新１年生のみなさん ご入学おめでとうございます
元気いっぱい、楽しく過ごしてください元気いっぱい、楽しく過ごしてください
応援しています！応援しています！
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防災に強い村づくりを目指 して！ 当初予算 （45億4,600万円）

地方交付税地方交付税
184,400万円184,400万円
自治体の規模や自治体の規模や
財政力に応じて財政力に応じて
国から交付され国から交付され
るお金でするお金です

地方譲与税  5,849万円
自動車重量譲与税など国から
分配される税金です

使用料及び手数料
分担金及び負担金
7,309万円
フクイハラコンポや入
浴券の販売収入等です

国庫支出金  41,788万円
保育や医療など、決まった使い
道のための国からの補助金です

県支出金  22,215万円
保育や医療など、決まった使い
道のための県からの補助金です

村債  40,140万円
主に村の公共設備の整備
に充てるための借金です

歳  
入

諸収入  12,221万円
預金利子など特定の予算項目がない収入金です

村税  70,889万円
村民税、固定資産税、
軽自動車税などです

にぎわいの場創出事業

　村内を周遊し、観光客の滞在
時間を増やすための「にぎわい
の場」を創出するにあたり、山
田牧場に施設整備を実施します。
◦環状ハイキングコース整備

…4,000 万円  他

　『附帯決議』とは、対象の案件について、
それを執行するにあたって、議会が意見や
要望などをつけるものです。
　今回、山田牧場の環状ハイキングコース
の整備に対して、今後の地元の状況や変化
に応じて、地元住民と充分話合い、また村
民に対して見える形、分かりやすい形で行っ
てもらいたいとした要望を附帯決議案とし
て提出しました。
　審議の結果、全会一致により、可決され
ました。

4,580万円 高山村議会高山村議会初初のの
附帯決議を附帯決議を可決可決 !!!!!!

一
般
会
計

　

会
計
区
分
の
ひ
と
つ
で
、

特
別
会
計
に
属
さ
な
い
す
べ

て
の
会
計
の
こ
と
。
４
月
１

日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

の
会
計
年
度
の
公
共
投
資
や

福
祉
、
教
育
な
ど
広
く
行
政

活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

当
初
予
算
は

こ
う
や
っ
て
決
ま
り
ま
す
！

２
月
29
日

　

本
議
会
に
て
一
括
上
程

　

提
案
説
明

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託

３
月
７
日
～
11
日

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
て
審
査

３
月
12
日

本
会
議
に
て
総
括
質
疑
・

委
員
会
採
決

３
月
15
日

本
会
議
に
て
委
員
長
報
告

議
案
採
決

特
別
会
計

　

国
や
地
方
公
共
団
体
の
会

計
区
分
の
ひ
と
つ
で
、
特
定

の
収
入
、
特
定
の
支
出
を
一

般
会
計
と
切
り
離
し
、
独
立

し
て
行
わ
れ
る
会
計
の
こ
と

で
す
。
特
定
の
事
業
や
資
金

の
運
用
の
状
況
を
明
確
化
す

る
の
が
目
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ

使
い
道
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
な
ど
。

企
業
会
計

　

地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
、
又
は
一
部
の
適
用
を
受

け
る
公
営
企
業
の
会
計
を
指

し
ま
す
。

特別会計・企業会計予算
会　計　名 予算額

国民健康保険特別会計 89,193万円

診療所特別会計 7,701万円

介護保険特別会計 78,160万円

後期高齢者医療特別会計 11,266万円

温泉開発事業特別会計 5,166万円

農業集落排水事業特別会計 公営企業会計へ
移行下水道事業特別会計

公営企業
会計

上水道事業会計
（収益的・資本的支出計）

19,555万円

下水道事業会計
（収益的・資本的支出計）

35,648万円

特別・公営企業会計合計 246,689万円

45億円

繰入金  29,855万円
ふるさと創生基金など基金を取り崩
し、財源として繰り入れるものです
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一般会計予算 防災に強い村づくりを目指 して！ 当初予算
令和６年度予算は主にこんなことに使われます

公共施設再エネ設備
整備事業

空き家対策事業

　ゼロカーボン社会の実現に
向けて、再生可能エネルギー
を活用するため、指定避難所
である高山中学校に、太陽光
発電パネルや蓄電池設備等を
整備し、有事の第二庁舎とし
て非常時にも備えます。

　空き家の有効活用を図るため購入・改修費用
への補助のほか、新たに村が空き
家を借り上げリフォームしたうえ
で賃貸物件として貸し付けを行う
事業です。
◦空き家購入等補助…590 万円
◦空き家改修工事……820 万円  他

2億8,000万円

商工費  28,332万円
観光事業やプレミア
ム商品券発行事業等
に使うお金です

消防費  21,552万円
治安や消防に使うお金です

議会費  6,493万円
議会運営のために使うお金です

歳  

出

公債費
39,800万円
村の借金の返
済に使うお金
です

教育費  48,310万円
学校教育、生涯学習な
どに使うお金です

土木費  45,460万円
道路や橋の整備など維持
管理に必要なお金です

衛生費
36,614万円
ゴミ処理などに
使うお金です

農林水産費
30,321万円
農業、ワイン振
興、新規就業者
支 援 な ど に 使
うお金です

予備費  900万円
予算の不足等にあて
るためのお金です

中学校空調設備更新事業

学校給食費無償化事業

指定避難所
施設改修事業

自転車用ヘルメット購入費補助事業

　中学校の冷暖房設備の更新を行います。
　FF 式（室外の空気を取り込んで燃焼し、排
気は室外へ強制排気する方式、空気が汚れに
くく、暖房効果が高い）ストーブ 22 台・エ
アコン５台

　高山小・中学校の給食費の全額を村が負担
し、保護者の経済的負担を軽減する。
１食あたり
　小学校低学年 285 円／高学年 295 円
　中学生 325 円で年間 200 食分

　指定避難所、避難場所の施設改修を実施し、
避難者が利用しやすい環境を整備します。
◦北部トレーニングセンター
　　照明器具 LED 化
　　外階段改修、手すり取付け等
◦高井運動広場
　　照明器具 LED 化

　着用が努力義務化された自転車用ヘルメットの購入に
対して補助を行い、自転車利用者の安全確保を図ります。
　補助率 1/2 以内、上限 2,000 円

4,914万円

2,537万円

6,613万円

10万円

1,607万円

総務費  87,419万円
税務、戸籍、企画、総合的
な行政運営に使うお金です

民生費  108,354民生費  108,354万円万円
医療や介護、子育てに医療や介護、子育てに
使うお金です使うお金です
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『「美しい村」の再審査をどう受け止め たか』など質疑
　３月７日から 12 日まで、令和６年度予算を集中審議し
ました。所管課ごとに細部説明を受け、各委員から質疑、
意見、要望などを受けながら慎重に審査を行いました。
　主な質疑と答弁は以下の通りです。

総
　
務
　
課

Ｑ　

昨
年
行
わ
れ
た
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
の
再
審
査
の

結
果
で
、
課
題
と
将
来
に
向
け
た

改
善
点
を
ど
う
受
け
止
め
、
今
後

ど
う
し
て
い
く
の
か
？

答　
『
高
山
村
は
ど
ん
な
村
か
、
何

を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
』
と

い
う
指
摘
だ
っ
た
。
今
後
村
民
と

一
緒
に
考
え
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

令
和
６
年
度
の
実
施
計
画
に

公
民
館
の
長
寿
命
化
事
業
が
無
い

が
？

答　

今
は
金
額
で
示
せ
な
い
。
教

育
委
員
会
と
調
整
し
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
て
補
正
し
た
い
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
募
集
の

遅
れ
で
４
千
万
円
の
減
収
に
な
っ

た
が
、
令
和
６
年
度
の
対
応
は
？

答　

Ｊ
Ａ
と
協
議
し
、
募
集
を
早

め
て
対
応
し
た
い
。

Ｑ　

選
挙
の
投
票
所
統
合
に
際
し
、

投
票
率
を
上
げ
る
対
策
は
？

答　

期
日
前
投
票
に
お
け
る
移
動

投
票
所
の
開
設
や
、
投
票
区
外
で

も
投
票
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
実
績
は
ど

う
か
？

住
民
税
務
課

健
康
福
祉
課

産
業
振
興
課

Ｑ　

国
民
健
保
の
歳
入
に
お
い
て
、

資
産
割
を
な
く
し
た
が
変
化
は
無

い
。
今
後
の
方
向
性
は
？

答　

村
も
県
が
目
指
し
て
い
る
応

能
負
担
51
対
応
益
負
担
49
の
方
向

性
に
沿
っ
て
行
き
た
い
。

Ｑ　

高
齢
者
祝
い
金
の
内
容
は
？

答　

88
歳
１
万
円
、
１
０
０
歳

２
万
円
、
村
最
高
年
齢
者
２
万
円

を
支
給
す
る
。

Ｑ　

松
の
湯
荘
の
指
定
管
理
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
？

答　

令
和
６
年
度
ま
で
は
社
協
の

指
定
管
理
。
令
和
７
年
度
以
降
は

未
定
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

公
共
交
通
計
画
は
専
門
家

を
入
れ
て
検
討
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
？
設
計
は
ど
こ
へ
頼
む
の

か
？

答　

計
画
は
、
東
日
本
総
合
計
画

㈱
に
委
託
の
予
定
。
設
計
は
、
指

名
競
争
入
札
で
行
う
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
定
期
予
防
接
種
に
移
行
さ
れ
る

が
村
の
補
助
の
考
え
は
？

答　

須
高
３
市
町
村
で
協
議
中
。

令
和
６
年
の
秋
ま
で
に
補
助
を
確

定
し
た
い
。

答　

熊
６
頭
、猪
44
頭
、サ
ル
12
頭
、

鹿
55
頭
で
鹿
以
外
は
昨
年
よ
り
増

加
の
傾
向
。

Ｑ　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
農

協
ス
タ
ン
ド
で
利
用
で
き
な
い
の

か
？

答　

利
用
で
き
る
の
は
商
工
会
会

員
を
対
象
に
し
て
お
り
、
こ
の
要

望
を
商
工
会
に
伝
え
る
。

Ｑ　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
を
し
て
い
る
か
？

答　

３
名
の
方
と
連
携
し
報
告
の

場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

笠
岳
の
ト
イ
レ
管
理
を
さ
れ

て
い
る
方
が
不
在
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
後
の
予
定
は
？

答　

こ
れ
か
ら
管
理
さ
れ
る
予
定

の
方
を
調
整
し
て
い
る
。

Ｑ　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の
グ

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
利
用
推
進
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
？

答　

放
牧
事
業
と
の
兼
ね
合
い
が

あ
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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令和６年度 予算審査特別委員会

『「美しい村」の再審査をどう受け止め たか』など質疑

一
般
会
計

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

定
住
支
援
室

教
育
委
員
会

建
設
水
道
課

Ｑ　

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
の
助
成
は
ど
う
い
っ
た
内
容

か
？

答　

２
０
２
３
年
４
月
１
日
よ
り

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、

自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
努
力

義
務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
着

用
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
金
。

補
助
率
１
／
２
以
内
で
、
上
限

２
０
０
０
円
。

Ｑ　

災
害
時
の
耐
震
の
た
め
に
、

上
水
道
の
配
管
及
び
敷
設
経
過
年

数
等
の
見
え
る
化
は
で
き
て
い
る

か
？

答　

資
料
は
膨
大
に
あ
る
た
め
、

整
理
し
な
が
ら
図
面
で
見
え
る
化

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

空
き
家
を
利
用
す
る
方
の
入

区
料
や
区
費
に
つ
い
て
の
説
明
は

Ｑ　

た
か
や
ま
保
育
園
で
の
第
３

者
評
価
か
ら
の
改
善
対
応
や
育
休

退
園
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
？

答　

マ
ニ
ュ
ア
ル
不
足
の
部
分
が

あ
り
、
早
速
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
、
今
後

も
対
応
し
て
い
き
た
い
。
育
休
退

園
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
側
か
ら

求
め
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ　

公
民
館
の
ク
ー
ラ
ー
が
故
障

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
ど
う

対
応
す
る
の
か
？

答　

令
和
６
年
度
は
役
場
の
冷
風

機
な
ど
を
利
用
し
て
対
応
す
る
。

Ｑ　

学
校
給
食
が
無
料
化
に
な
る

が
、
食
材
の
質
の
確
保
と
産
地
等

の
公
表
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

質
の
確
保
と
充
実
を
図
り
、

地
域
食
材
を
積
極
的
に
使
っ
て
い

き
、
公
表
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
山
嵜
　
秀
治  

議
員

　

37
億
円
あ
る
基
金
を
有
効
活
用
し
て
村
民
福
祉
の
一
層

の
増
進
を
図
る
べ
き
だ
。子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
す
す
め
、

小
中
入
学
祝
い
金
の
増
額
や
医
療
費
５
０
０
円
負
担
の
撤

廃
を
。
山
田
牧
場
の
休
憩
所
・
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
は
、
効
果
を
数
値
目
標
を
持
つ
な
ど
し
て
の
検
証
が
必

要
。

黒
岩
　
清
道  

議
員

　

村
の
将
来
像
を
目
指
し
、
き
め
細
か
な
施
策
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
配
分
さ
れ
て
い
る
。
給
食
費
無
償
化
な
ど
子
育
て

支
援
が
強
化
さ
れ
た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た

事
業
の
取
り
組
み
や
、
空
き
家
対
策
事
業
な
ど
若
者
の
定

住
・
移
住
促
進
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

湯
本
　
辰
雄  

議
員

　

国
保
税
は
「
協
会
け
ん
ぽ
」
と
比
べ
、
保
険
料
は
約
２

倍
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
知
事
会
な
ど
は
「
１
兆
円
を
投

入
し
て
解
決
せ
よ
」
と
要
求
し
て
い
る
。「
子
ど
も
に
も

課
税
」
さ
れ
る
「
均
等
割
軽
減
」
を
求
め
、
反
対
す
る
。

久
保
田
　
雄
吉  

議
員

　

国
保
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
で
、
医
療
の
セ
イ
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
え
る
制
度
だ
。
国
保
税
は
平
成
25
年
度

に
引
き
上
げ
て
以
来
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
資

産
割
を
廃
止
し
７
％
程
度
保
険
税
を
引
き
下
げ
て
い
る
。

１
億
４
千
万
円
の
基
金
を
有
効
活
用
し
、
低
所
得
者
の
負

担
激
変
緩
和
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

し
て
い
る
か
？

答　

地
区
に
応
じ
て
異
な
る
た
め
、

区
長
宅
へ
職
員
が
同
行
し
、
丁
寧

な
説
明
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

賑
わ
い
の
場
の
牧
場
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
計
は
変
更
す

る
の
か
？

答　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
入
り

口
の
場
所
等
、
設
計
変
更
を
予
定

し
て
い
る
。

反 

対
反 

対
賛 

成
賛 

成

討論！賛 成 反 対
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村税の増収 4,641万円
個人の所得の伸びなどにより増額

住民税所得割非課税世帯特別給付金 1,700万円
住民税の均等割りのみの世帯170世帯×10万円

地方交付税 6,328万円
落雷で故障した空調設備機器等の修繕費

物価高騰対応子育て世帯臨時給付金 400万円
住民税非課税世帯と均等割りのみの世帯の 18 歳
以下の子ども１人に５万円

除雪事業 2,200万円
２月、３月の降雪状況を考慮し、増額（合計7,300万円）

ふるさと景観育成寄附金事業 △1,000万円
ふるさと納税寄附金が見込みを下回ったため、
返礼品の額を減額

寄附金 △3,500万円

ふるさと納税が予定を下回った
ため減額

令和５年度を締め括り、
令和６年度へスタート！

令和６年
３ 月

定例会

今定例会に提出された承認・同意・議案 他   （採決の結果は p7 に）

令和５年度補正予算の主な内容

　令和６年第１回高山村議会３月定例会は、２月 29 日から３月 15 日までの 16 日間の日程で開催されました。
　令和５年度補正予算、令和６年度当初予算、承認、同意、条例案件など計 36 件が提案され、全て原案通り
可決されました。
　一般質問は 10 名の議員が登壇し、防災対策や農業振興など 23 項目にわたり村政課題について質問しました。

承認２件
◦戸籍謄本等を広域交付する際の手数料を３月１日までに改正する必要があったため、専決処

分した条例の承認
◦降雪量の増加に伴い、除雪事業不足分を専決処分した予算（3,600 万円の追加）

同意１件 ◦固定資産評価審査委員の任期満了に伴い、新たに中沢尚夫さんを選任することの同意

議案 31 件

◦高山村も関係市町村の一つとなっている長野広域連合が運営する「特別養護老人ホーム豊岡
荘」他２件の施設を４月１日付けで社会福祉法人に移管することに伴う規約の一部変更、及
び建物や物品類の譲渡に関する改正

◦マイナンバーカード保持者がスマホ用電子証明書をスマートフォンに搭載することにより
コンビニでの印鑑証明書の取得が可能となることによる改正

◦会計年度職員に勤勉手当が支給可能となったことにより、育児休業中の会計年度職員も同様
とするための改正

◦消防団員の公務災害補償基礎額の改正
◦農業集落排水事業特別会計と下水道事業特別会計を公営企業会計に移行するため、一般会計

で基金を持つ必要がないことから廃止する　他９件

発議２件
◦予算決算審査特別委員会を常任委員会とするために議会委員会条例の一部改正
◦令和６年度当初予算のにぎわいの場事業の実行にあたり、丁寧な対応をされたい旨の附帯決

議案

歳入 歳出村に入ってくるお金の増減 年度末に伴う事業補正などによる増減
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議案に対する各議員の賛否結果（○賛成 /●反対）

議　　　　案　　　　名 表決
結果

久
保
田 

雄
吉

勝
山
正
弘

滝
澤　

聖

梨
本　

進

沖
島
祥
介

髙
井
央
葉

柴
田
弘
男

湯
本
辰
雄

松
本　

茂

山
嵜
秀
治

黒
岩
清
道

西
原
澄
夫

承　

認

専決条例の承認を求めることについて（高山村手数料条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：戸籍謄本等を広域交付する際の手数料を３月１日までに改正する必要があったため

専決予算の承認を求めることについて（令和５年度高山村一般会計補正予算）（第７号）
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：除雪事業に要する経費に不足が生じたため、専決処分した（3,600 万円）

同
意

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：固定資産評価審査委員会の委員が任期満了のため、新たに（中沢尚夫氏）を選任

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

長野広域連合規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：特養豊岡荘などを民間に移管するため規約の一部変更が必要となったため

長野広域連合における財産処分について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：特養豊岡荘などの土地、建物等を民間に譲渡するために処分

印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：電子証明書の搭載スマホによりコンビニでの印鑑証明書の取得が可能となることによる改正

高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：番号法の改正に伴う委任事務規定の整備のための改正

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：会計年度職員に勤勉手当を支給することになり、育児休業中の会計年度職員も同様とする

高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：保育園等の運営方針等を電子媒体でも周知するため

高山村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：消防団員の公務災害補償基礎額の改正

高山村介護保険条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：65 歳以上の第１号被保険者の介護保険料を改正

高山村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：指定居宅サービス等の事業の人員、設備、運営に関する基準等の一部を改正する省令が改正のため

高山村営水道条例等の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：水道設備・管理が国土交通省に、水質基準の策定等は環境省に移管されるための改正

高山村水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：農集・下水道特別会計を公営企業会計に移管するに伴う会計規定の整備の改正

下水道整備基金条例を廃止する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：公営企業会計に移行するため、一般会計で基金を持つ必要がないことから廃止する

下水道事業特別会計条例等を廃止する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：農集・下水道特別会計の公営企業会計移行に伴い農集・下水道の関係４条例を廃止する

辺地にかかる総合整備計画について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：奥山田地区の総合計画の変更

令和６年度高山村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
令和６年度高山村国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
令和６年度高山村診療所特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度高山村介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度高山村温泉開発事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度高山村上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度高山村下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村一般会計補正予算（第８号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：住民税所得割非課税世帯への臨時特別給付金事業などの補正
令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：保険給付費療養諸費を追加などの補正
令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：施設管理費を減額などの補正
令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：地域密着型介護サービス給付費を追加などの補正
令和５年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：後期高齢者医療広域連合納付金追加などの補正
令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第５号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：温泉給湯事業費で施設整備基金積立金を追加などの補正
令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：処理場維持管理事業の電気料 233 万円などの減額した補正
令和５年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：浄化センター維持管理委託料を 177 万円減額などの補正
令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：給水収益 246 万円追加などの補正

発　

議

高山村議会委員会条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：予算決算審査特別委員会を常任委員会とするための改正

令和６年度高山村一般会計予算に対する附帯決議
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：にぎわいの場事業の実行にあたって附帯決議を付けました
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各議員の顔写真の横の二次元コードを読み込んでいただくと、それぞれ一般
質問の YouTube ページが表示されます。お時間のある時にご覧ください。

第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

農
業
振
興
公
社
の
設
立
に
つ
い
て

　
　

本
村
の
農
業
振

興
に
つ
い
て
、
飯
綱

町
で
は
農
業
後
継
者

不
足
や
荒
廃
農
地
の

解
消
を
図
る
た
め
、

「
飯
綱
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
」
を

立
ち
上
げ
、
直
売
所
・
飲
食
店
・

農
産
物
加
工
所
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
で
も
第
３
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
会
社
を
立
ち
上
げ
農
業
の
後

継
者
不
足
や
農
産
物
直
売
所

な
ど
に
よ
る
雇
用
の
創
出
や

耕
作
農
地
の
拡
大
に
繋
が

る
、
農
業
振
興
公
社
を
設
立

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？村　

長

　

農
業
後
継
者
の
減
少
や
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
若
い
農
業
者
の
研
修
費

補
助
の
ほ
か
新
規
就
農
者
向

け
の
相
談
会
な
ど
を
開
催

し
、
農
業
従
事
者
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
農
業
委
員
・

Ｊ
Ａ
・
生
産
者
で
組
織
す
る

村
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進

協
議
会
で
業
務
の
充
実
と
労

働
力
の
確
保
な
ど
第
３
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
法
人
化
に
つ
い

問

て
関
係
者
間
で
検
討
し
て
参
り
た

い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
直
売
所
や
飲

食
店
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
地
産

地
消
や
六
次
産
業
化
の
推
進
に

と
っ
て
重
要
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
利
益
の
追
求
が
求
め
ら
れ
ま

す
事
か
ら
、
民
間
活
力
に
よ
る
経

営
が
好
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
慎
重
に
検
討
致
し

ま
す
。

松 本  　 茂松 本  　 茂   議 員議 員

給
付
型
奨
学
金
の
実
現
を

　
　

教
育
費
の
重

い
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
は
み
ん
な
の
願

い
。
学
生
の
３
人
に

１
人
が
平
均
３
０
０

万
円
の
借
金
を
背

負
っ
て
社
会
に
で
る
こ
と
は
異
常

だ
。
立
科
町
で
は
年
間
42
万
円
を

給
付
す
る
奨
学
金
制
度
を
設
け
る

と
い
う
、
本
村
で
の
実
現
を
求
め

る
。教

育
長

　

奨
学
金
制
度
を
含
め
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
は
自
治
体
ご
と
に
多

様
で
あ
る
。
本
村
で
は
様
々
な
支

援
の
中
で
総
合
的
に
検
討
す
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
給
付
型
奨
学

金
の
導
入
は
難
し
い
。

問

　
　

能
登
半
島
地
震
の
実
態
か
ら

上
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
が
必
要

だ
。
本
村
の
耐
震
化
率
と
今
後
の

方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

建
設
水
道
課
長

　

上
水
道
施
設
の
耐
震
化
率
は
、

管
渠
施
設
が
44
・
２
％
、
浄
水
施

設
は
25
％
、
配
水
施
設
は
18
・
８
％

で
あ
る
。
下
水
道
施
設
で
は
、
４

問

　
　

政
府
は
訪
問
介
護
基
本
報
酬

の
引
き
下
げ
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
有
効
求

人
倍
率
は
15
・
53
倍
、
深
刻
な
職

員
不
足
と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ル

パ
ー
の
不
足
や
高
齢
化
の
影
響
で

訪
問
介
護
事
業
所
の
倒
産
は
昨
年

67
件
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
。
村
内
の
実
態
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

村
内
に
は
訪
問
介
護
事
業
所
が

２
か
所
あ
る
。
村
社
協
は
、
新
た

な
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
が
困
難
な
状

況
に
加
え
利
用
者
の
減
少
も
あ

り
、
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
令
和
５
年
度
で
訪

問
介
護
事
業
所
を
休
止
す
る
と
し

た
。
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ

は
、
事
業
所
の
経
営
が
成
り
立
た

な
く
な
り
、
閉
鎖
す
る
事
業
所
が

増
加
す
る
の
で
は
と
言
わ
れ
、
村

と
し
て
も
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

問 つ
の
農
集
施
設
・
下
水
道
の
山
田

温
泉
処
理
区
と
も
に
実
施
し
て
い

な
い
。
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、

上
下
水
道
施
設
の
震
災
被
害
を
最

小
限
に
留
め
る
た
め
、
耐
震
化
の

促
進
に
努
め
て
い
く
。

山 嵜  秀 治山 嵜  秀 治   議 員議 員

上
下
水
道
施
設
の耐震

化
率
は

訪
問
介
護
事
業
者
の
実
態
は

通年営業が望まれる高山共撰所

民間の活力を支援する施設や
体制の整備を進めるべきです

経済的な理由で
学業をあきらめることのないように

一 般 質 問一 般 質 問
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有
害
鳥
獣
駆
除
費
用
を

 

公
正
・
公
平
な
負
担
額
に

改
め
る
考
え
は

滝 澤  　 聖滝 澤  　 聖   議 員議 員

高
山
村
果
樹
産
業
の
更
な
る
支
援
策

　
　
「
ぶ
ど
う
簡
易

雨
よ
け
施
設
」
補

助
事
業
に
取
組
む

考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

　

国
、
県
の
事
業
に

は「
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援

事
業
」
や
新
規
就
農
者
向
け
に「
経

営
発
展
支
援
事
業
」
が
あ
り
、
Ｊ

Ａ
で
は
令
和
５
年
度
ま
で
雨
よ
け

施
設
に
補
助
を

行
っ
て
き
た
。

施
設
整
備
に
つ

い
て
は
現
行
の

制
度
資
金
の
活

用
を
お
願
い
し

た
い
。

　
　

基
盤
整
備
さ
れ
た
水
田
地
帯

に
果
樹
栽
培
の
推
進
を
。

産
業
振
興
課
長

　

次
期
中
山
間
地
域
農
業
農
村
整

備
事
業
の
採
択
に
向
け
意
見
を
聞

い
て
い
る
。ド
リ
フ
ト
問
題
や
整
備

負
担
の
課
題
も
あ
り
検
討
し
た
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
出
荷
段
ボ
ー
ル
箱
及
び

贈
答
用
段
ボ
ー
ル
箱
（
女
子
美
術

大
学
生
作
成
デ
ザ
イ
ン
）
に
志
賀

高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
証

を
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
又

新
た
な
も
の
を
作
成
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　

Ｊ
Ａ
出
荷
段
ボ
ー
ル
箱
に
は
認

証
マ
ー
ク
の
標
記
は
行
っ
て
い

問

問問

　
　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
お
け
る
Ｊ

Ａ
り
ん
ご
部
会
、
ぶ
ど
う
部
会
、

プ
ラ
ム
部
会
、
さ
く
ら
ん
ぼ
部
会

の
負
担
金
を
無
く
す
こ
と
は
出
来

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　

協
議
会
の
幹
事
会
を
開
催
し
Ｊ

Ａ
と
の
協
議
を
始
め
て
い
る
。
ワ

イ
ン
ぶ
ど
う
の
栽
培
関
係
者
と
の

協
議
も
進
め
、
令
和
７
年
度
で
負

担
金
が
改
正
で
き
る
よ
う
協
議
を

重
ね
た
い
。
当
面
村
が
10
万
円
増

額
す
る
の
で
予
算
の
範
囲
内
で
調

整
し
た
い
。

　
　

野
鼠
の
捕
殺
を
す
る
キ
ツ
ネ

な
ど
が
増
え
野
鼠
被
害
は
減
少
傾

向
と
感
じ
る
。薬
剤
の
効
果
を
出
す

に
は
熟
練
の
技
が
必
要
だ
。配
布
中

止
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　

近
隣
の
須
坂
市
、
小
布
施
町
も

一
斉
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。
地
域

の
農
業
振
興
を
検
討
す
る
県
・
Ｊ

Ａ
須
高
・
３
市
町
村
で
組
織
す
る

「
須
高
農
業
振
興
会
議
」
で
研
究
・

検
討
を
し
た
い
。

問問

湯 本  辰 雄湯 本  辰 雄   議 員議 員

補
聴
器
購
入
・
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

助
成
制
度
を

　
　

①
75
歳
以
上

に
な
る
と
約
７
割
が

軽
度
難
聴
に
な
る
と

言
わ
れ
、
元
気
で
生

活
す
る
た
め
に
、
補

聴
器
は
必
需
品
。
補
聴
器
購
入
に

助
成
制
度
が
あ
る
市
町
村
が
あ
る

の
で
、
本
村
で
も
補
聴
器
購
入
に

助
成
制
度
創
設
を
。

②
帯
状
疱
疹
は
50
～
70
代
で
増
加

す
る
報
告
が
あ
る
。
予
防
ワ
ク
チ

ン
で
発
症
防
止
、
症
状
緩
和
で
き

れ
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
大
切
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
制
度
を
村

で
も
創
設
を
。

健
康
福
祉
課
長

①
本
村
で
は
聴
覚
障
が
い
者
15
名

が
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
さ

れ
、
11
名
が
補
装
具
費
支
給
制
度

で
補
聴
器
を
給
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
軽
度
の
方
へ
の
助
成
制
度
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
帯
状
疱
疹
の
感
染
力
は
強
く
、

国
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨
し
た

場
合
は
費
用
を
負
担
し
ま
す
。
今

は
ワ
ク
チ
ン
費
用
は
全
額
個
人
負

担
で
す
が
、
国
や
県
の
動
き
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

問

　
　

本
村
で
は
18
歳
ま
で
の
医
療

費
が
無
料
化
さ
れ
て
い
る
が
、
１

レ
セ
プ
ト
５
０
０
円
の
請
求
手
数

料
が
あ
る
。

　

県
内
で
は
、
こ
の
請
求
手
数
料

を
廃
止
し
完
全
無
料
化
す
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
。

　

完
全
無
料
化
に
は
５
０
０
万
円

ほ
ど
必
要
だ
が
、
自
己
負
担
完
全

無
料
化
を
求
め
る
。

村　

長

　
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と
負

担
の
関
係
を
共
に
支
え
合
う
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
だ

く
た
め
」
に
５
０
０
円
の
請
求
手

数
料
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
県
が
子
ど
も
の
医
療

費
負
担
を
中
学
３
年
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
に
な
り
、
本
村
の
医
療
費

負
担
は
96
万
円
ほ
ど
が
軽
減
見
込

み
だ
が
、
年
間
約
６
０
０
万
か
ら

７
０
０
万
円
の
手
数
料
分
を
負
担

す
る
財
源
と
す
る
こ
と
は
、
厳
し

い
。

問

普及できないか
「ぶどう簡易雨よけ施設」

子
ど
も
医
療
費
は完全

無
料
化

る
、
そ
の
他
の
資
材
に
つ
い
て
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

村民の願いを当局に問います

果樹栽培の品質向上策を
提案しました

一 般 質 問一 般 質 問
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高
山
村
の
大
災
害
へ
の
防
災
対
策
は

　
　

能
登
半
島
地

震
が
も
し
高
山
村

で
発
生
し
た
ら
、
多

く
の
課
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

①
能
登
半
島
地
震

で
は
、
避
難
所
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ

て
入
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
避
難

所
の
開
設
対
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
か
。

②
災
害
当
日
と
、
長
期
の
避
難
所

は
、
運
営
の
仕
方
が
変
わ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
の
設
置

や
講
習
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

③
避
難
所
で
は
、
ト
イ
レ
が
一
番

の
問
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
軽
い

ト
イ
レ
も
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の

対
策
は
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

④
本
来
な
ら
公
民
館
が
、
避
難
所

や
災
害
本
部
の
役
割
を
果
た
す
は

ず
で
す
が
、
役
場
周
辺
の
将
来
を

見
据
え
た
、
村
作
り
の
検
討
が
必

要
で
は
。

総
務
課
長

①
教
訓
を
参
考
に
、
早
期
に
避
難

所
の
開
設
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
課
題
を
し
っ
か
り
捉
え
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
避
難

所
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問

黒 岩  清 道黒 岩  清 道   議 員議 員

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
、
地

域
と
の
協
力
活
動
が
、
見
え
な
い

の
で
す
が
。

①
バ
ス
停
の
絵
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
小
中
学
校
の
子
ど
も
達
と
一

緒
に
、地
域
の
思
い
と
、技
術
や
楽

し
さ
を
共
有
し
な
が
ら
、
作
り
上

げ
る
事
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
す
か
。

②
３
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、

定
住
支
援
室
も
含
め
た
今
後
の
活

動
計
画
は
。

産
業
振
興
課
長

①
今
後
は
、学
校
と
相
談
し
、小
中

学
生
が
参
加
で
き
る
方
法
等
を
、

検
討
し
ま
す
。

②
今
後
も
引
き
続
き
ご
活
躍
い
た

だ
き
、活
動
や
起
業
、住
居
な
ど
、可

能
な
範
囲
で
支
援
を
す
す
め
ま
す
。

問 ③
非
常
用
ト
イ

レ
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

④
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
改
修

計
画
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
長
寿
命
化
を

図
り
、
よ
り
耐
震
性
の
強
い
施
設

に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は

村
内
小
中
学
校
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
を

　
　

全
国
的
に
生

理
用
品
を
学
校
等

の
個
室
ト
イ
レ
に

設
置
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
が
増

え
て
い
る
。
村
の

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長

　

全
国
的
に
は
学
校
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を
設
置
し
て
い
る
学
校

が
徐
々
に
増
え
て
い
る
状
況
に
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
実
施
し

て
い
る
自
治
体
の
教
育
委
員
会
や

校
長
先
生
、
養
護
教
諭
の
皆
さ
ん

か
ら
も
お
話
を
お
聞
き
し
状
況
を

把
握
す
る
な
ど
し
て
検
討
し
た

が
、
保
健
室
で
の
管
理
が
適
切
と

判
断
し
た
。
公
共
施
設
へ
の
設
置

は
不
特
定
多
数
の
皆
さ
ん
が
ご
利

用
さ
れ
る
の
で
衛
生
管
理
面
か
ら

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
設
置
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　

村
内
有
志
団
体
が
主
催
す
る

各
種
『
イ
ベ
ン
ト
』
に
対
す
る
村

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
振
興
課
長

　

イ
ベ
ン
ト
行
事
の
共
催
及
び
後

問

　
　

村
内
外
か
ら
情
報
源
と
し
て

活
用
さ
れ
る
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
と
運
用
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長

　

ご
覧
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
ご
意

見
等
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
利
用
し
や
す
く
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。

問
　
　

近
年
増
え
て
い
る
香
り
付
き

製
品
に
よ
る
香
害
に
対
す
る
村
の

認
識
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

住
民
税
務
課
長

　

香
害
の
相
談
等
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
村
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
香
害
や
化

学
物
質
過
敏
症
に
関
す
る
周
知
、

啓
発
に
努
め
た
い
。

問 援
に
関
す
る
標
準
事
務
取
扱
要
綱

の
制
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

お
り
、
令
和
６
年
度
中
に
標
準
と

な
る
要
項
を
も
と
に
後
援
等
の
基

準
を
明
確
に
し
た
い
。

髙 井  央 葉髙 井  央 葉   議 員議 員

村
民
有
志
の『
イ
ベ
ン
ト
』へ

村
の
応
援
を

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
活
用
を

香
害
へ
の
対
応
は

公民館

高山村の防災と、将来の村づくりから、安心な
暮らしを考えて
協力隊の力を借りて、地域を活性化できないか

困っている子どもがいない村に！

一 般 質 問一 般 質 問
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梨 本  　 進梨 本  　 進   議 員議 員

久 保 田  雄 吉久 保 田  雄 吉   議 員議 員

ど
う
す
る
秋
の
村
長
選

山
奥
の〝
分
校
〟
に
な
る
の
か
も
？

　
　

今
秋
の
村
長
選

挙
へ
の
意
向
は
。

村　

長

　

現
在
は
５
年
度
の

締
め
括
り
と
、
６
年

度
村
政
運
営
に
全
力

を
傾
け
る
次
期
で
白
紙
、
全
く
考

え
て
い
な
い
。 問

　
　

①
農
業
重
点
施
策
②
子
育
て

重
点
施
策
③
観
光
重
点
施
策
。

村　

長

①
電
気
柵
維
持
の
負
担
軽
減
で
、

交
付
金
を
キ
ロ
５
万
円
に
拡
大
。

次
期
の
中
山
間
整
備
事
業
に
向
け

て
計
画
策
定
を
進
め
る
。
②
子
育

て
世
帯
の
応
援
策
と
し
て
、
児
童

手
当
を
高
校
３
年
相
当
ま
で
拡

大
、
学
校
給
食
費
を
全
額
公
費
負

担
と
し
た
。
③
山
田
牧
場
環
状
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
に
着
手
。

ス
キ
ー
リ
フ
ト
設
備
の
改
修
補
助

や
囲
碁
の
本
因
坊
戦
、
桜
ま
つ
り

な
ど
イ
ベ
ン
ト
支
援
で
魅
力
発
信

と
誘
客
を
図
り
た
い
。

問
　
　

災
害
時
の
避
難
や
支
援
、
ま

問

　
　

昨
年
の
議
会
報

告
会
で
は
、
ど
の
会

場
で
も
、
皆
さ
ん
か

ら
多
く
聞
か
れ
た
の

は
、
村
に
子
ど
も
が

少
な
い
、
ど
う
し
た

も
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
が
い
な
い
村
に
未
来
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
こ
の
村
で
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
は
何
人
か
、
過
去
５
年
ま

で
の
分
も
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

村
と
し
て
出
生
数
の
現
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
危
機
感
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
の
か
？

村　

長

　

令
和
５
年
は
18
人
、
令
和
４
年

以
前
は
22
人
、
21
人
、
20
人
、
32

人
で
あ
り
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

今
、
村
で
は
、
移
住
定
住
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
私
も
必

要
な
政
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
人
口
減
少
対
策
の
効
果
は
ど

の
程
度
見
込
め
る
と
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
？

村　

長

　

村
で
は
具
体
的
な
数
値
目
標
を

掲
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
移
住
等

を
希
望
さ
れ
る
方
の
状
況
に
応
じ

て
、
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
の

問

問

充
実
や
、
心
配
事
や
悩
み
事
を
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
、
結
果
と
し
て

移
住
等
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

主
眼
を
お
い
て
い
る
。

　
　

政
府
は
「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」
を
推
進
す
る
と
言
っ
て
い

る
。

　

こ
の
高
山
村
で
も
正
に
こ
れ
が

必
要
な
時
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、

今
ま
で
の
考
え
方
の
延
長
線
上
で

は
な
く
、
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
政

策
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
絞
っ
て
、
実

効
性
の
あ
る
政
策
を
実
行
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
が
、
具
体
的
な

政
策
と
村
長
の
決
意
を
聞
き
た

い
。村　

長

　

国
主
導
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育

て
へ
の
支
援
が
加
速
度
的
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
村
と
し
て
は

国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
村
単
独
に
よ

る
支
援
の
実
施
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

県道宮村・湯田中（停）線の小池峠踏査

６
年
度
予
算
の
重
点
施
策
は

自
然
災
害
に
対
応
す
る

未
開
通
の
県
道
整
備
の
状
況

村長選挙の年
政策論争で盛り上がりを期待する

昔、堀之内の同学年生が２０人はいた

た
通
年
の
通
行
が
期
待
で
き
る
主

要
道
須
坂
・
中
野
線
と
県
道
宮
村
・

湯
田
中
線
は
共
に
交
通
不
能
区
間

が
あ
る
。ま
た
冬
期
通
行
止
め
の

豊
野
南
志
賀
公
園
線
と
大
前
須
坂

線
、牧
干
俣
線
は
、志
賀
高
原
や
万

座
温
泉
に
繋
が
る
重
要
な
観
光
道

路
で
あ
る
。そ
の
整
備
と
要
望
活

動
は
。

建
設
水
道
課
長

　
「
震
災
対
策
緊
急
輸
送
道
路
」

と
し
て
豊
野
町
か
ら
原
宮
ま
で
が

重
要
連
絡
道
路
と
指
定
さ
れ
て
い

る
。未
開
通
３
路
線
と
冬
期
通
行

止
め
路
線
の
必
要
性
を
強
く
訴
え

て
い
く
。本
年
度
も
期
成
同
盟
会

と
し
て
建
設
部
に
要
望
活
動
し

た
。実
施
は
厳
し
い
が
今
後
研
究

し
た
い
と
の
回
答
。引
き
続
き
関

係
市
町
村
と
連
携
し
国
、
県
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問
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ワ
イ
ン
振
興
に
つ
い
て

本
村
の
85
％
を
占
め
る
森

林
を
活
か
す
取
り
組
み
は

沖 島  祥 介沖 島  祥 介   議 員議 員

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

　

住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
の
促
進
を

　
　

地
震
で
倒
壊

し
た
建
物
の
約
９

割
が
旧
耐
震
（
昭

和
56
年
以
前
の
建

物
）
な
の
で
、
早

急
な
耐
震
診
断
（
実
質
、
診
断
費

用
は
無
料
）
の
促
進
、
耐
震
補
強

工
事
の
総
合
的
に
対
応
で
き
る
窓

口
体
制
と
、
近
隣
市
町
村
で
策
定

し
て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
と
「
代
理
受
領
制
度
」
の

導
入
を
望
む
。

定
住
支
援
室
長

　

耐
震
化
率
90
％
に
向
け
て
、
有

益
な
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
で
き
る
よ
う
村
民
に
周
知
を

計
っ
て
い
く
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
県
内
58
市
町
村
が
加

盟
し
て
い
る
の
で
、
策
定
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
す
る
。「
代
理

受
領
制
度
」
は
、
使
い
勝
手
の
良

い
制
度
な
の
で
、
先
進
事
例
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。

問

人
材
育
成
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
促
進
に
つ
い
て
。

産
業
振
興
課
長

　

県
で
は
ク
マ
ス
ギ
を
令
和
８
年

目
途
に
、
供
給
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
る
の
で
、
国
の
補
助
事
業

等
を
活
用
し
推
進
し
て
い
く
。
公

民
館
改
修
時
に
は
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
と
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
。
県
の
支
援
策
も
あ
る
の
で
、

創
業
し
た
い
村
内
者
、
移
住
者
の

相
談
等
を
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
い
く
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
非

常
に
有
効
で
あ
る
が
、
様
々
な
問

題
が
あ
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
。

　
　

本
村
は
有
数
な
ワ
イ
ン
生
産

地
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
に
応
援
し
て
い
く
の
か
？

村　

長

　

圃
場
整
備
は
第
３
期
「
県
営
中

山
間
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
」

で
要
望
を
聞
く
。「
果
樹
産
地
形

成
事
業
補
助
金
」「
６
次
産
業
化

推
進
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て

も
ら
い
、
関
係
の
皆
様
と
連
携
し

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
。

問

　
　

間
伐
の
促
進
、
花
粉
を
抑
制

す
る
ク
マ
ス
ギ
の
植
替
え
、
公
民

館
改
修
に
あ
た
っ
て
の
木
材
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
利
用
、
林
業
の

問

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
の
赤
字
経

営
の
立
て
直
し
が
で
き
る
か

小
中
一
貫
教
育
と
校
舎
の

統
廃
合
の
可
能
性
は

勝 山  正 弘勝 山  正 弘   議 員議 員

ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果
的
運
用
は

　
　

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
現
況
と
今
後

の
積
極
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

①
新
規
返
礼
品
の

承
認
、
商
品
の
申
し

込
み
状
況
は
？

②
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使
途

の
割
合
は
？

③
返
礼
品
に
『
村
営
温
泉
施
設
の

入
浴
回
数
券
や
パ
ス
ポ
ー
ト
』
に

し
た
ら
ど
う
か
？

総
務
課
長

①
国
の
定
め
た
「
地
場
産
品
基
準
」

に
沿
っ
て
承
認
し
て
い
る
。
新
規

返
礼
品
の
申
請
状
況
は
、
昨
年
４

月
か
ら
現
在
ま
で
農
産
物
、
ワ
イ

ン
等
で
22
品
目
あ
り
、
全
て
承
認

し
て
い
る
。

②
令
和
４
年
の
寄
附
金
９
，
３
９

０
万
円
の
う
ち
農
村
景
観
の
保

全
・
育
成
に
44
％
、
産
業
振
興
に

38
％
で
、
な
お
、
約
８
割
の
方
が

特
に
使
途
指
定
を
し
て
い
な
い
。

③
今
後
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

　
　

令
和
４
年
度
は
約
５
０
０
０

万
円
の
赤
字
と
な
る
が
、

①『
運
営
研
究
委
員
会
』で
運
営
問
題

問

　
　

高
山
村
も
出
生
数
が
年
々
減

少
し
、
こ
の
ま
ま
進
め
ば
学
年
１

ク
ラ
ス
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
小

中
一
貫
教
育
と
校
舎
の
統
廃
合
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

教
育
長

　

11
年
後
に
は
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
全
て
の
学
年

が
１
ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
本
村
で
の
小
中
一
貫
校

を
導
入
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
考
え
、
導
入

の
可
否
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 の
解
決
策
は
協
議
し
な
い
の
か
？

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
パ

ス
ポ
ー
ト
や
入
浴
回
数
券
を
提
供

す
る
こ
と
で
大
き
な
財
源
確
保
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
？

③
今
後
の
施
設
の
改
修
・
増
築
等

の
計
画
は
あ
る
の
か
？

村　

長

①
イ
ベ
ン
ト
時
に
無
料
券
や
割
引

券
の
配
布
な
ど
を
行
い
集
客
に
努

め
て
い
る
が
黒
字
化
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

②
返
礼
品
と
し
て
は
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

③
当
面
、
改
修
や
増
築
は
予
定
し

て
い
な
い
。

県、耐震改修補助150万円に
引き上げ

YOU游ランドの赤字経営を
改善したい

一 般 質 問一 般 質 問
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選挙後の最初の議会では、年長の議員は臨時議長を拒めない !?
正副議長・正副委員長　松本市での研修会に参加

議
会
運
営
研
修
会
報
告

　

県
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る

正
副
議
長
・
正
副
常
任
委
員
長

の
「
地
方
議
会
の
運
営
に
つ
い

て
」
の
研
修
会
が
、
１
月
24
日

に
松
本
市
で
開
催
さ
れ
、
高
山

村
議
会
か
ら
７
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

始
め
に
、
令
和
５
年
７
月
１

日
現
在
の
町
村
議
会
の
実
態
調

査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
議
員
報
酬
の
平

均
は
17
万
６
２
８
６
円
で
す
。
政

務
活
動
費
を
交
付
し
て
い
る
町
村

は
10
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定

は
26
町
村
、
制
定
な
し
32
町
村

で
、
本
村
で
は
令
和
６
年
度
に
、

制
定
に
向
け
て
検
討
を
始
め
る

予
定
で
す
。

　

次
に
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
政
務
課
主
任
の
若
林
茂
彰
氏

よ
り
「
地
方
議
会
の
運
営
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
の
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

一
般
選
挙
の
最
初
の
議
会
で

議
長
の
選
挙
を
行
う
と
き
、
議

場
に
出
席
し
て
い
る
最
年
長
の

議
員
は
、
臨
時
議
長
の
職
を
拒

む
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
選

講演会の様子

今年度も
『議会と村づくりを語る会』『議会と村づくりを語る会』を開催します！
　昨年度は春に２か所、秋３か所で「議会と村づくりを語る会」を開催しました。参加された
皆さんとは、「子育て支援について」「地域の課題」をテーマに話し合いをさせていただきました。
　今年度は、３月定例会の内容をお伝えするとともに、皆さんと「こんな村がいいな」などの「村
づくりのアイデア」を一緒に考えたいと思います。
　村内４会場での開催を予定しています。どの会場への参加もできますので、多くの皆さんの
ご参加をお待ちしています。

５月 12 日㈰　午後２時～
　第１ブロック：堀之内研修センター
　第３ブロック：保健福祉総合センター（チャオル）大広間

５月 19 日㈰　午後２時～
　第２ブロック：荒井原ふれあいセンター
　第４・５ブロック：保健福祉総合センター（チャオル）大広間

当日この「たかやま議会 146 号」をお持ち下さい。

挙
の
方
法
は
投
票
と
指
名
推
薦

の
２
通
り
あ
る
こ
と
、
議
案
の

修
正
方
法
…
…
修
正
案
は
原
案

よ
り
先
に
評
決
を
採
る
こ
と
、

議
会
の
会
議
に
お
い
て
行
っ
た

正
規
の
発
言
を
、
議
会
の
許
可

を
得
て
取
り
消
し
、
ま
た
は
議

長
の
許
可
を
得
て
訂
正
す
る
こ

と
な
ど
、
わ
か
り
き
っ
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
研

修
を
受
け
、
間
違
い
の
な
い
議

会
運
営
を
行
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
長　

山
嵜
秀
治
）
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議会活性化
特別委員会

村民と議会の距離を縮めるワークショップ開催！
「読もうと思える議会報とは」「議会モニターとして何がしたいのか」

～ 第３回議会モニター会議開催報告 ～

　第３回目となる議会モニター会議を、２月 12 日（月・祝）に開催しました。
　今回も、前回同様のワークショップ形式で、２グループに分かれて「読もうと思える議会報とは？」と「議
会モニターとして何がしたいか」の２つのお題で、思いや意見を出していただきました。出していただい
たご意見は以下のようなものがありました。
　村民の皆さんから見て議会がどう見えているのか、大変参考になりました。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、
高
校

生
議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
よ
り
、
中
高
生
が

自
ら
立
て
た
「
問
い
」
を
探
求
し
、
学
び

の
成
果
を
発
表
す
る
大
会
に
「
議
会
活
性

化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
大
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
探
求
の
時
間
を
使
っ
て
、「
な
ぜ

議
会
へ
の
関
心
が
低
い
の
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
て
、
世
界
の
投
票
率
や
、
投
票

率
が
低
い
と
起
こ
る
問
題
点
に
つ
い
て
調

べ
ら
れ
、
そ
こ
に
自
ら
が
経
験
し
て
い
る

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
説
明
や
、
モ
ニ
タ
ー

を
や
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
中
学
生

議
会
の
体
験
と
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
盛
り
込

み
、
村
で
議
会
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
含
め
て
ま
と
め
、
発
表
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

若
い
世
代
が
政
治
に
興
味
を
持
ち
、
自

分
達
の
未
来
と
共
に
考
え
て
く
れ
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

モニターと一緒に
一般質問を作る

議員との意見交換
をしたり、議員に
インタビューをし
てみたい

村長や課長も巻き
込んで村づくりに
ついて話す会

議会モニターの活動
などの「増刊号」を
作ってみては

モニターの意見
を反映しては

一般質問のポイント
や想いを入れては

一般質問答弁の「検
討します」のその後
を載せる

私の声以外の特集も
やってほしい

疑問から一般質問を
して、実現に向かう
までを可視化しては

若者が読みやすい
横書きにしてみては

活動報告をしてくださった片桐さん

読もうと思える議会報とは議会モニターとして何がしたいか

様々なご意見を頂きました。
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議会活性化
特別委員会 議会モニター活動の先へ！

議会モニター会議を通して、今後の議会活動への反映

　令和５年度に新しくなった議会モニターさんとは、７月、11 月、２月とモニター会議を行い、たくさ
んのご意見や想いを出していただきました。
　その上で、モニターさん達から常に言って頂いてきたのは「ここで出した意見をどうアウトプットする
かが大切」ということ。それを受けて令和６年度では、実際の活動に移していきたいと考えています。

　「一番議会に遠く感じる “ 子育て世代の声 ” を聞いて
欲しいし、出せる機会を作って欲しい」というご意見を
受けて、今年度小学校、中学校でアンケートを取らせて
いただく機会を設けました。
　今後、保育園や支援センターでも実施していくことも
考えていきます。

　「議会ってどんなところ？」が分かる、しおりの作成
を進めています。議員は村民から選ばれる村民の代表で
あること、仕組みや村づくりにどう影響しているか、今
の定数や報酬、仕事はどんなことをしているかなどをま
とめ、モニターさんにも読んでいただいて、より読みや
すく、分かりやすくなるよう編集作業を進めています。

　令和６年度のモニター会議では、モニターの皆さんと
「一般質問」を一緒に考えることを考えています。

　より一層村民の皆さんに近い目線での質問を作れるこ
とを期待して取り組んでまいります。

　現在の議会モニターさん達の任期は２年で、令和６年
度末までとなります。
　これまでの活動の集大成として、モニターさんと議員
との懇談を予定しており、またモニターさんからは議員
に対してのインタビューをしてみたいとのご要望をいた
だいております。
　どのような形の懇談、インタビューになるかはまだ未
定ですが、村民との距離を縮められる活動となるよう、
一緒に考えながら進めていきたいと思います。
　また、活動報告として議会報の号外を出せたら…とい
うご意見も頂いています。それについても今後一緒に考
えて進めていきます。

１

２

３

４

議会についてのアンケート実施

『議会のしおり』の作成

一般質問を一緒に考えてみよう

議員にインタビューと号外の発行
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今
年
は
３
月
議
会
が
終
わ
っ
て

も
な
か
な
か
暖
か
く
な
ら
ず
、
桜

の
便
り
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
こ

の
議
会
報
の
編
集
を
始
め
ま
し

た
が
、
編
集
の
終
盤
に
は
村
内
中

の
桜
が
満
開
を
迎
え
、
新
年
度
に

な
っ
た
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

今
期
の
議
会
か
ら
、
議
会
報
の

内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
、
読
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
議
会
報
と
は
ど
ん
な
も

の
か
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
話
題
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
に
議
会
モ
ニ
タ
ー

さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
紙
面
に
活
か
し
て
き
て
い
ま

す
。村
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば

幸
い
で
す
し
、
さ
ら
に
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
、
改
善
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。�

（
髙
井
央
葉
）

発 行 / 長野県高山村議会
編 集 / 議会報編集特別委員会   
　　　TEL（026）214-9763
印 刷 / ㈱オフセット

発
行
責
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澄
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委
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梨
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１
月
18
日
㈭
、
村
議
会
主
催

の
令
和
６
年
新
春
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
志
賀
高
原
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
高
山
村
～

期
待
と
現
実
か
ら
見
え
て
く
る

も
の
～
」
と
題
し
て
、
㈱
ウ
ィ

ル
ア
ク
ト
（
旧
公
害
技
術
セ
ン

タ
ー
）
の
杉
本
淳
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
改
め
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
ぶ
と
共

に
、
高
山
村
の
特
徴
や
施
策
、

取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
振
り
返

り
、
他
地
域
の
事
例
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
今
後
ど
う
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、

生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な

利
活
用
の
調
和
＝
自
然
と
人
間

社
会
の
共
生
を
目
的
と
し
て
、

１
９
７
６
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
開

始
し
た
取
組
み
で
、
地
域
の
豊

か
な
生
態
系
や
生
物
多
様
性
を

保
全
し
、
自
然
に
学
び
、
文
化

的
に
も
経
済
や
社
会
的
に
も
持

続
可
能
な
開
発
を
目
指
す
も
の

で
、
目
的
と
し
て

◦
人
も
動
物
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
作
る
。

◦
で
き
る
だ
け
地
元
の
水
を
飲

み
、食
材
を
食
べ
、服
を
着
て
、

家
を
建
て
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
含
め
、
安
心
安
全
な
地
産

地
消
を
進
め
る
。

◦
子
ど
も
達
を
地
域
全
体
で
育

て
て
い
く
。

を
掲
げ
、
こ
れ
ら
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
、
世
界
に

宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、

『
自
然
を
〝
使
い
〟
な
が
ら
、
そ

し
て
〝
使
う
〟
こ
と
に
よ
っ
て

守
っ
て
い
く
』
も
の
な
の
だ
そ

う
で
す
。

高
山
村
が

持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に

　

高
山
村
に
は
、
未
来
に
残
し

た
い
豊
か
な
自
然
環
境
、
そ
れ

を
活
か
し
た
農
村
風
景
が
あ
り
、

ま
た
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統

や
お
祭
り
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
政
策
が
あ

り
、
そ
こ
に
心
を
寄
せ
る
村
民

達
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理

念
そ
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

高
山
村
が
今
こ
こ
に
こ
う
し

て
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
高
山
村

～ 
期
待
と
現
実
か
ら
見
え
て
く
る
も
の 

～

高
山
村
議
会
新
春
講
演
会

杉
本
　
淳 

さ
ん

㈱
ウ
ィ
ル
ア
ク
ト
（
旧
公
害
技
術
セ
ン
タ
ー
）

か
ら
先
も
持
続
可
能
で
あ
る
た
め

に
は
、
何
も
し
な
く
て
良
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達

は
、
自
然
環
境
を
活
か
し
、
農
村

風
景
を
守
り
、
伝
統
や
お
祭
り
を

次
世
代
に
繋
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
高

山
村
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
や
、
高
山
村
が

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な

が
認
識
し
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
え

る
よ
う
な
動
き
を
、
子
ど
も
も
大

人
も
一
緒
に
な
っ
て
、考
え
、作
っ

て
い
く
こ
と
が
肝
心
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。


